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研究成果の概要（和文）：この3年間で児童を対象に様々な英語語彙知識調査を行い，児童がどのような特徴を
持つ英単語を知っているか，またはどのような要因が児童の英単語学習を阻害するのかを分析することができ
た。さらに，研究成果を日本児童英語教育学会紀要，小学校英語教育学会紀要，Vocabulary Learning and 
Instruction, 北海道英語教育学会紀要などのジャーナルに掲載させることができた。

研究成果の概要（英文）：I have conducted various English vocabulary knowledge surveys of children 
over the past three years, and have been able to analyze what characteristics of English vocabulary 
children know and what factors impede their English vocabulary learning. Furthermore, I was able to 
have my research results published in journals such as JASTEC Journal, JES Journal, Vocabulary 
Learning and Instruction, and HELES Journal.

研究分野： 英語教育学

キーワード： 小学校英語　語彙習得　カタカナ英語　音声→意味知識
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究結果は，小学校英語における語彙指導に大きく貢献することができる。英単語を児童に教える際に，どの
ような要因に注意をして指導して，どのような英単語に指導時間を割いて，反対にどのような英単語にはあまり
多くの時間をかけない方が良いのかが明らかにされたためである。さらに，特定の英単語の特徴から，児童がそ
の英単語を知っている確率を算出する式を提示したことで，多くの教師が活用し，語彙指導に生かせると考えら
れる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

英語を読んだり, 書いたり, 聞いたり, 話すときには必ず語彙知識や文法知識を使用するため, 

言語学習において語彙学習と文法学習は避けることができない。一方で, 小学校英語では, コミ

ュニケーション能力の育成が目標として掲げられている。そのため, 知識・技能の習得という

側面からも語彙指導や文法指導は必要であると考えている。しかし, 小学校英語教育のもう1つ

の目標は, 英語活動に慣れ親しみ, 英語嫌いを作ることなく, 中学校進学以降も継続して英語学

習に取り組む姿勢を育てることでもある。従って, 目標を同時に達成するためには, 児童にとっ

てより楽しい言語活動を通した語彙習得や文法習得の実現であると考えた。語彙や文法を明示

的に学習する行為は, 中学校以降は頻繁に見られるが, 小学校段階では避けるべきである。この

ような考えから, 言語活動を通した付随的な語彙習得と暗示的な文法知識の習得のための指導

方法の提案が急務だと考えられる。以上が本研究の着想の経緯である。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は, EFL (English as a Foreign Language) の環境で英語を学ぶ日本の児童に対して, 

英語力の自然な習得を目指した指導方法を, 主に語彙習得, 文法習得という観点から提案するこ

とである。本研究における自然な英語習得とは, 明示的に語彙や文法を指導する様な学習体系で

はなく, コミュニケーション活動を通して自然に身に付く付随的な語彙知識や暗示的な文法知

識を促す指導方法による習得を指す。本研究では, 小学校外国語活動, 外国語科の授業を観察し, 

その中でどのような言語活動が行われているのかを調査し, そのような活動の結果, 児童が習得

した語彙知識, 文法知識がどのように定着しているのかを明らかにすることで, コミュニケーシ

ョンを主軸とした言語指導方法との関連について考察する。具体的には, 児童を対象に語彙知識

調査をテスト形式で行い, 文法知識調査を, 児童の会話や発表などを記録し分析するとともに, 

文法性判断課題テストの結果データの分析を行い, これらから得られる結果を元に効果的な英

語指導がどうあるべきかを考察する。以下が主な研究目的である。 

 

目的 1：小学校ではどのような言語活動が実施されているのかを調査すること 

目的 2：児童の語彙知識を検証し, 効果的な指導方法を提案すること 

目的 3：児童の暗示的文法知識を検証し, 効果的な指導方法を提案すること 

 

３．研究の方法 

小学生を対象に, 様々な語彙知識調査を行うことで検証していく。語彙知識調査では, 様々な

特徴 (語の長さ, 頻出度, カタカナ語の有無など) を有する語彙を出題することで, どのような

語彙の正答率が高いのか, または低いのかを調査する。語彙知識調査では「音声→意味」選択テ

スト,「意味→音声」選択テスト,「意味→文字」再生テスト, 「音声→文字」再生テストなどを行

う。 

 

４．研究成果 

2020 年度は, 児童を対象に様々な英語語彙知識テストを実施したことで, 外国語活動におけ

る語彙知識の習得状況について調査した。調査 1 では, 小学校中学年の児童に対して「音声→意

味」選択テスト (英語の音声を聞いて, その意味に合う正しい絵を選ぶテスト) を実施した。そ



の結果, 語彙の音素数が少ないほど, 語彙の正答率が高くなることが明らかになった。また 3 年

生と 4 年生で正答率に差がないことが明らかになった。つまり, 小学校中学年で導入される英単

語は 3 年生の段階で既に多くの児童によって知られており, 1 年間の外国語活動では英単語の「音

声→意味」知識は大きく伸びないことが示唆された。さらに, テストの正誤パターンから, 児童

がある特定の英単語を知っている確率を算出する予測モデルを構築した。このモデルによって, 

児童の「学年」と「音素数」という要因から, ある特定の英単語がどのくらいの割合の児童によ

って知られているのかが予測可能になった。調査 2 では, 小学校高学年を対象に「音声→文字」

再生テスト (英語の音声を聞いて, それに対応する英語の綴りを書くテスト) と「意味→文字」

再生テスト (イラストを見て, それに対応する英語の綴りを書くテスト) を実施した。その結果, 

外国語活動, および外国語における言語活動だけでは文字を書く技能は習得されないことが示

唆された。 調査 3 では, 小学校高学年を対象に「音声→文字」選択テスト (英語の音声を聞い

て, 対応する綴りを選択するテスト) と「意味→文字」選択テスト (イラストを見て, 対応する

綴りを選択するテスト) を実施した。その結果, テストの成績に影響を与えるのは言語活動より

も英単語が持つ特徴 (語の長さ, 頻出度, カタカナ語の有無など) が大きく影響していることが

示唆された。 

2021 年度は, 2020 年度に行った調査の結果をまとめて, 論文執筆活動を行った。その結果, 調

査 1 をまとめた論文は, 語彙研究専門の国際誌 (Vocabulary Learning and Instruction) に, 調査 2 を

まとめた論文は, 全国誌 (日本児童英語教育学会紀要) に掲載されることになった。国際誌に掲

載された論文では, ある英単語の音素数と児童の学年という 2 つの要因を考慮すれば, どのくら

いの割合の児童がその英単語を知っているのかに関して, ある程度精度の高い予測式を提案す

ることができた点が評価された。全国誌に掲載された論文では, 英語初学者がどのようなプロセ

スを経て英単語を習得していくのかに関する提案をした点が評価された。英単語には「音声」「意

味」「文字」の 3 つの素性があり, 一度の学習で 3 つの素性がすべて学習されるわけではない。

どのような素性から習得され, そのような習得プロセスを経るのかを発表することができた。

2021 年度は調査 4 と調査 5 も行った。調査 4 では, 小学校中学年の児童を対象に「音声→意味」

選択テストを行った。その結果, 多くのカタカナ語の特徴を含む英単語, 特に食べ物や動物を表

す語は英語初学者であっても, 正答率が 90%を越えることが明らかになった。また, pen や「ペ

ン」などのように, 英語発音とカタカナ発音の一致度合いがそのまま正答率に反映されることも

明らかになった。調査 5 では, 小学校高学年を対象に「音声→意味」選択テストを行った。調査

結果は調査 4 とほぼ同じであるが, それに加えて, 調査語彙が児童にとって既習語かどうかが非

常に大きな要因となる可能性を明らかにした。 

最終年度では, これまでに行ってきた, 児童を対象にした英語語彙知識調査の結果を学会に発

表し, さらに論文にしてジャーナルに投稿した。学会では全国英語教育学会と小学校英語教育学

会の全国大会にて発表を行った。また, 調査 4 をまとめた論文が, 北海道英語教育学会紀要に, 

調査 5 をまとめた論文が, 全国誌 (小学校英語教育学会紀要) に採択された。これが最終年度の

研究成果である。3 年間の研究期間を通して, 毎年学会発表を欠かさずに行ってきた。2021 年度

の日本児童英語教育学会の全国大会, 2020 年度～2022 年度の小学校英語教育学会の全国大会, 

2022 年の全国英語教育学会の全国大会でも研究成果を発表している。具体的な研究内容は, 本

研究は, 児童を対象に英語語彙知識調査を行うことで, どのような特徴を持つ英単語が児童にと

って習得が容易で, どのような要因が語彙習得を難しくしているのかを検証することが目的で

あった。調査を通して, カタカナ語の特徴の有無, 音素数の多さ, 頻出度レベルの高さ, 教室内

で指導された語彙かどうかの有無などの要因が大きく語彙の習得難易度に関わっていることが



示唆された。 
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